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メコンデルタの環境問題と持続的発展 

 
石松 惇（JICA「気候変動下のメコンデルタ地域における持続可能な発展に向

けた産官学連携強化プロジェクト」，アカデミックアドバイザー） 

 
1. メコンデルタについて 

メコンデルタは、世界有数の大河川であるメコン河がカンボジア国境からベ

トナムに入って南シナ海に注ぐまでの土地で，40,577 km2 と九州の約 1.1 倍の面

積をもっている．メコンデルタの地理的特徴はその平坦さにあり，メコン河河口

から隣国のカンボジア国境までは直線距離で約 200 km あるものの，平均標高は

一部の地域を除いて 0.7～1.2 m しかない（JICA, 2013；2.1 気候変動の項参照）．

メコンデルタは地史的には新しく，海面が現在より約 5 m 高かった 5000～6000
年前には，海岸線は現在のカンボジア国境付近にあり，その後の急速な海面の低

下とメコン河からの大量の土砂の堆積によって形成されたことがわかっている

（Nguyen et al., 2000）．したがって，メコンデルタに生息する生物は，過去 5000
～6000 年の間に現在の分布域に定着し，新しい生態系を形成したと考えられる． 

 
 

2 メコンデルタの重要性 
メコンデルタは様々な意味で非常に興味深く，また重要な土地である．下記

では食料生産および生物多様性の面からのメコンデルタの重要性を概説する． 
 
2.1 食料生産 

メコンデルタは，農業および水産養殖業生産の面におけるホットスポットで

ある．表 1 はメコンデルタがベトナムの農業生産に占める重要性を示している

が，メコンデルタはベトナム全体のコメの 50％以上，野菜類の 30％，そして果

物類の 40％以上を生産している．畜産業生産に占める割合はやや低いものの，

それでもウシ類の 15％，家禽の 17％がここで生産されている．ベトナムはフィ

リピン，コートジボアール，中国などにコメを輸出しており，2021 年の農産品

に よ る 歳 入 は 32 億 7000 万 米 ド ル に 上 る （ Vietnam News Agency; 
https://en.vietnamplus.vn/rice-output-up-11-million-tonnes-in-2021/220156.vnp, ア ク

セス 2022 年 7 月 17 日）．ベトナムにおけるのコメ輸出の 90％以上をメコンデ

ルタが担っている（Anh et al., 2020）． 
表2は2021年におけるベトナムの水産養殖生産高を示す．この表でわかるよう

に，メコンデルタは魚類の約70％，エビ類の80％以上を生産している．魚類に関
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しては，パンガシウス（Pangasianodon hypophthalmus）が最重要種であり，米国，

EU諸国，日本，中国，南米諸国など140か国以上に輸出されている．日本への輸

入量は2010年ごろから急増したのち，2019年以降横ばいとなっているが，冷凍フ

ィレーなどとして主にイオンなどで販売されている（みなと新聞；

https://www.minato-yamaguchi.co.jp/minato/e-minato/articles/109553, アクセス2022
年8月8日）．パンガシウス輸出によるベトナムの2021年の歳入は16億1000万米ド

ルに上る（Vietnam News Agency; https://en.vietnamplus.vn/pangasius-exports-exceed-
expectations/221963.vnp, アクセス2022年7月17日）．経済的にはエビ類がより重

要な位置を占めている．ベトナムでは，ウシエビ（別名ブラックタイガー，

Panaeus monodon）とバナメイエビ（Litopenaeus vanamei）が主に養殖されており，

世界70か国以上に輸出されている．エビ類輸出による2021年の歳入は，38億米ド

ルに達する（ Vietnam News Agency; https://en.vietnamplus.vn/shrimp-remains-
vietnams，アクセス2022年7月17日）．我が国へのベトナムからのエビ類の輸入

は，2021年には346億円（≈ 2.7億米ドル）にのぼり，インドに次いで第2位となっ

ている（水産庁；https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r03_h/trend/1/t1_1_4.html, 
アクセス2022年8月8日）． 

表 1 メコンデルタの農業生産における重要性 

地域 コメ 1 
(2019) 

野菜 2 
(2009) 

果物 3 
(2014)         

ウシ類 1 

(2019) 
家禽 1 

(2019) 
 1000 トン 1000 頭 
ベトナム 43,495 11,885 7,000 6,060 481,079 
メコンデルタ 24,310 3,564 3,080 894 82,505 
%メコンデルタ 56 30 44 15 17 
データ: 1 General Statistics Office (https://www.gso.gov.vn/en/agriculture-forestry-
and-fishery/,アクセス 2022 年 7 月 17 日), 2Ly et al. (2013),3Uiterwijk and Linh 
(2017)． 
 

表 2 メコンデルタの水産養殖生産における重要性 (トン, 2019年) 

地域 魚類 エビ類 その他* 全体 
ベトナム 3,138,944 899,887 362,435 4,492,526 
メコンデルタ 2,242,436 750,228 157,275 3,150,455 
%メコンデルタ 71 83 43 70 
データ: General Statistics Office (https://www.gso.gov.vn/en/agriculture-forestry-
and-fishery/, アクセス 2022 年 7 月 17 日), *全体 –（魚類+エビ類）として計算. 
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これらのデータは，メコンデルタがベトナムのみならず世界各国にとって，重

要な食料生産地であることを示している． 
 
2.2 生物多様性 

メコンデルタは，生物多様性の面からもホットスポットと言える．ベトナム

科学技術アカデミーの熱帯生物学研究所によると，1997 年から 2009 年までの 13
年間に，メコンデルタから 1068 種の新種生物が報告された（Vietnam National 
Administration of Tourism； https://moitruongdulich.vn/en/index.php/item/721, アクセ

ス 2022 年 7 月 17 日）．この種数は，カンボジア，ラオス，タイ，ミャンマーを

含むメコン流域で 1997 年から 2020 年の間に発見された新種数（3007 種，WWF； 
https://www.worldwildlife.org/stories/scientists-discover-224-new-species-in-the-
greater-mekong, アクセス 2022 年 7 月 17 日）の 36％となる．一例を挙げると，

カンボジアとベトナム国境に近い石灰岩丘陵地からは，22 種の陸生巻貝類が発

見されている（Vermeulen et al., 2019）．したがって，メコンデルタには未発見の

新種が数多く生息していると考えられる． 
メコンデルタで特に多様性に富むのは魚類である．メコン河には淡水魚が 850

種，汽水および沿岸性魚類を含むと 1100 種が生息すると推定されている（Hortle, 
2009）．メコン河の淡水魚種数は，世界で最も多様な淡水魚類相で知られている

アマゾン河の種数（1200 種，Baran et al., 2012）の約 70％に相当する．メコン河

に生息する魚類の特殊性の一つに，鰓を使った水呼吸に加えて空気を呼吸する

魚類が多いことが挙げられる．これらの空気呼吸魚は進化生物学的に極めて重

要な生物である．近年の研究によって，古生代デボン紀の 3 億 6000 年～3 億 9000
年前に起こった魚類から両生類への進化は，巨大なデルタがその舞台であった

可能性が示されている（Ahlberg, 2019; Mai et al., 2019）．メコンデルタは，鳥類

の多様性も高く，絶滅危惧および準絶滅危惧種に指定されている 20 種が生息し

ている．両生類，爬虫類および無脊椎動物の多様性については，ほとんど検討さ

れていない（Campbell, 2012）．メコンデルタの植物については，Rundel (2009)が
知見を取りまとめ，メコンデルタの原植生は人間活動によって著しく損なわれ

ていると指摘している． 
 
 

3 メコンデルタの環境問題 

上記のように，メコンデルタは食料生産および生物多様性の宝庫として非常

に重要な位置を占めているが，その価値と機能を損なう恐れがある様々な環境

問題を抱えていることも事実である．以下には，メコンデルタの価値を保全し，

回復させるために取り組むべき主な環境問題を概説する． 
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3.1 気候変動 

メコンデルタは，気候変動によって最も深刻な影響を受ける世界の 3 大デル

タの一つである（Ericson et al., 2006）．この脆弱性には，メコンデルタの特殊な

地形が深く関わっている．メコンデルタは極端に平坦な土地であり，海抜 2 m 以

下の面積は 20,900 km2 に及ぶ．この値は，世界最長の河川であるナイル河デル

タの 9,440 km2，ミシシッピーデルタの 7,140 km2，そしてアマゾンデルタの 1,960 
km2 をはるかに凌駕している（Syvitski et al., 2009）． 

この地形学的特性のゆえに，最も懸念される気候変動による脅威は，海水侵

入である．ベトナム天然資源環境省（Ministry of Natural Resources and Environment, 
MONRE）が温暖化の最悪シナリオ（RCP8.5）に基づいて行った予測によると，

ベトナム沿岸の平均海面は 2050 年に 17-35 cm，今世紀末には 52-105 cm 上昇す

る（表 3）．図 1 は，海面が 100 cm 上昇した際に水没する危険がある地域（赤

色）を示す．この条件の下では，メコンデルタ全体の約 40％が海面下に水没す

る．西部の諸省が特に被害を強く受け，ハウザン省の81%，キエンザン省の77%，

カマウ省の 58％が海面に覆われる．海面上昇 70 cm の予測で計算すると，ハウ

ザン省の 21%，キエンザン省の 36%，カマウ省の 22%が水没するとの結果が得

られる． 

海面上昇だけがメコンデルタの塩分上昇を引き起こす原因ではない．メコン

デルタでは 5 月から 11 月までが乾季にあたるが，乾季にはメコン河の流量が低

下し，沿岸の海面高が上昇することによって，メコンデルタへの海水侵入の程度

が高まる．さらに，最近の研究では，上流におけるダム建設が原因の土壌流下量

の減少が，河川底浚渫，海面上昇や地盤沈下などよりも，はるかに強い塩水侵入

の原因であることが指摘されている（Eslami et al., 2021; Loc et al., 2021）．2015
年から 2016 年にかけてのエルニーニョ現象は，ベトナムにおいて過去 90 年間

で最も深刻な干ばつを引き起こしたが，この時メコンデルタでは顕著な海水侵

入が記録された．2015 年には，ティエン河（メコン河の主要な支流の一つ）の

カンボジア国境から10 km下流の地点に位置するTân Châu観測所（アンザン省）

表 3 メコンデルタにおける将来の気候変動予測 

 2050 2100 
気温 (°C) + 1.8 – 1.9 + 3.2 – 3.5 
海面上昇 (cm) + 17 – 35 + 52 – 105 
年間降水量 (%) + 8.6 – 18.3 + 9.3 – 23.7 
データ: MONRE 2016, RCP8.5 シナリオ（IPCC 第 5 次評価報告書）に基づく

予測． 
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での水面高は，2000 年に比べて最大で 3 m 低く，この年にはティエン河では沿

岸から 45～65 km，もう一本の主要な支流であるハウ河では 55～60 km までの海

水侵入が記録された．2016 年 3 月には，ハウ河河口から 50 km 上流に位置する

An Lạc Tây 観測所（ソクチャン省）で塩分 8 g L-1 を記録した（Kantoush et al., 2017）．
2019 年 6 月および 7 月における水位は前年までと比べて有意に低下していた．同年

には干ばつと流量低下によって，2015～2016 年におけるよりも早期に海水が侵入した．

塩水は 110 km まで侵入していたと推定されている （Joint Assessment Team, 2020, 図
2 参照）． 

稲は農作物の中で最も塩分の影響を受けやすい植物の一つであり，7.2 dS m-1

（25℃で約 4 ppt に相当）では収穫高が 50％減少することが知られている（Thorat 
et al., 2018; Schneider and Asch, 2020）．Vu et al. (20018)は，30 cm の海面上昇は

沿岸から 50～60 km までの海水侵入を引き起こし，3 万 ha の農地に被害を与え

ると予測している．2016 年の海水侵入は，80 万トンのコメ減産によって，メコ

ンデルタに住む 1700 万人の生活に深刻な被害を及ぼした． 
海面が 73 cm 上昇し，同時にメコン河流量が乾季に 29％減少すると，パンガ

シウス養殖面積の 11％が塩分 5 ppt 以上に上昇し，生産に影響が及ぶと予測され

ている（Trieu et al., 2015）．Mandal et al.（2020）は，パンガシウス稚魚の成長は

塩分 6 ppt 以上で，生残は 14 ppt 以上で有意に低下することを 60 日間の飼育実

験の結果見出した．これらの実験結果は，パンガシウスの塩分耐性がコメの塩分

 
図 1 海面上昇 100 cm 時の予測水没地域 (MONRE, 2016). 
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耐性とほぼ同等のレベルであることを示している．ウシエビ（ブラックタイガー）

とバナメイエビは至適塩分が 20～25 ppt であること（Li et al., 2017; Rahi et al., 
2021）から，海水侵入はエビ養殖には大きな脅威とならないと考えられる． 

気候変動は温暖化を引き起こし，降雨の季節パターンと降水量にも影響を与

えることから，メコンデルタにおける生態系の構造や機能とサービスに強い影

響を与えることが予測される．気候変動予測においては，高緯度地域でより高温

化が進むことが予測されているものの（IPCC, 2021），熱帯の陸生および水生変

温動物は高緯度地域の種よりも温度感受性が高く（Tewksbury et al., 2008），そ

れゆえ温暖化によって深刻な影響を受ける可能性がある．例えば，サンゴの白化

が水温の 1～2℃の上昇によって引き起こされることは良く知られている事実で

ある（Baird et al., 2009）． 
パンガシウスの生理機能と成長に与える温度の影響については，Do et al.

（2021）によって報告されている．またウシエビの初期発生時の成長，生残およ

び生理機能に対する温度の影響については Do et al.（2018）によって，バナメイ

 
図 2 干ばつ年（1998，2010，2016，2020 年）における塩分侵入(Loc et al., 
2021). 平常年（2008 年）における塩分分布も併せて示した. 許可を得て複

製. 
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エビに対する二酸化炭素の影響については Do et al.（2019）によって，報告され

ている．海洋酸性化（二酸化炭素濃度上昇による海水 pH の低下，Doney, 2020）
の生物影響については大量の知見が既に蓄積されているものの，現状ではベト

ナムに生息する種についてはほとんど研究がなされていない． 
2011 年以降メコンデルタにおいて大規模な洪水は起こっていないものの，気

候変動と上流域のダム建設などの結果，予期せぬ洪水が再び起こる可能性も否

定できない． 
 
3.2 生態系破壊（マングローブを例として） 

図 3 は，カマウ半島中央部の衛星写真の拡大である．この写真にある多数の

長方形は，そのほとんどがエビ養殖池である．カマウ省のエビ養殖は，大規模で

低密度な粗放的養殖であるという特徴をもつ（Nair, 2015）．エビは，他省（バ

クリュー省やソクチャン省）で行われている高密度養殖法と比べてより自然に

近い環境で成長し，その意味で環境に優しい養殖方法と言える．一方，カマウ省

における粗放的養殖はより大きな養殖池面積を必要とすることから，マングロ

ーブの大規模な破壊に結びついている．北部ベトナムにおいても，水産養殖はマ

ングローブに対する主要な脅威と位置付けられている（Orchard et al., 2015）． 
図 4 は，カマウ省南部における 1979 年から 2013 年の間のマングローブおよ

び養殖池の分布を示している（マングローブはオレンジ色，マングローブと養殖

池の混在地域は緑色，養殖専用地域は水色）．研究対象地域におけるマングロー

ブ林の面積は 1979 年の 112,035 ha から 2013 年には 43,810 ha と，34 年間に 61％
減少したことが明らかになった．マ

ングローブは，浸食や嵐，高波など

から沿岸地形，インフラおよび地域

社会を保護する役割，エビ類，カニ

類や魚類などの多くの沿岸生物の

生息場所としての役割，木材や燃料

および塩を供給する役割，さらに地

球の炭素循環における貯蔵場所と

しても重要な役割を担っている

（Veettil et al., 2019）．ベトナムのマ

ングローブは800万人の人々を洪水

から守っており，マングローブによ

って保護されている資産の経済価

値は世界で5番目と推定されている

（Losada et al., 2018）．ベトナムは
 

図 3 カマウ半島中心部 (Google Earth). 
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1975 年（ベトナム戦争終結年）以来，マングローブの回復に大規模に取り組ん

できた（Veettil et al., 2019）．それでもなお，マングローブの保全と回復はベト

ナムにとって喫緊の課題であり，さらなる努力が求められている． 
ベトナム農業農村開発省（Ministry of Agriculture and Rural Development）は，

マングローブ減少の主要因として，次の 5 点を挙げている．（１）水産養殖池へ

の転換，（２）嵐，高波などの自然災害，（３）木材や燃料などを得るための過

剰伐採，（４）農業生産や廃液などの化学物質による環境汚染，（５）マングロ

ーブ地域の保護と持続的発展へ地域社会を関与させるための監督行政の脆弱性

（Hawkins et al., 2010）． 

 
3.3 プラスチックごみ 

プラスチックごみ問題は，新たな環境および健康に対する脅威として，地球

規模での懸念が急速に高まっている．これを裏付けるように，過去 10 年間にプ

ラスチックごみ問題を扱った論文数は指数関数的に増加している（Li et al., 2021）．
Lebreton et al.（2017）によると，メコン河は年間に 22,800 トンのプラスチックを

 

図 4 カマウ半島南部における 1979～2013 年のマングローブ

林の変遷. Son et al.（2015）より複製（オープンアクセスジャー

ナル）. 
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海洋に排出している（推定範囲 18,800～37,600 トン）．この量は，ベトナムで不

適切に処理されているプラスチック量（1,830,000 トン）の 1.0～2.0％にあたり，

ベトナムが海洋に排出しているプラスチック量全体（280,000～730,000 トン）の

3～13％に相当する（Jambeck et al., 2015）．Salhofer et al.（2021）は，ベトナム

におけるプラスチックのリサイクルの状況について検討し，健康被害と環境劣

化を緩和させるためにはリサイクル過程における技術の改善が緊急に必要であ

ると強調している． 
マングローブ林には海洋ごみが集積する．とくにマングローブの呼吸根（呼

吸のために泥の表面から空気中に伸びた根）は大型のプラスチックごみを捕捉

しやすい（Martin et al., 2019）．大型のプラスチックごみは風化やその他の物理

化学的および生物学的過程によって劣化し，マイクロプラスチックと呼ばれる 5 
mm 以下のプラスチック細片

となる．マイクロプラスチッ

クは水中を沈降し，底質中に

蓄積する（Deng et al., 2020）．

ハウ河河口近くのマングロー

ブ林におけるプラスチックご

みの予備的調査によると，沿

岸ごみの 70％はプラスチック

袋とその断片であった（図 5，
長崎大学宇都宮らのよる未発

表データ）．この調査地におけ

るプラスチックごみの重量

は，300 kg km-2 に達しており，

直射日光によって細片化し，

底質中に埋没しているものと

考えられた． 
マイクロプラスチックは二枚貝や巻貝そしてカニ類などの海洋底生生物や魚

類によって摂取される．マイクロプラスチックは，その大きな表面積と疎水性に

よって重金属やその他の微量汚染物質化学物質を吸着しやすく，そのためこれ

らの化学物質の運搬体として機能する（Deng et al., 2020）． 
メコンデルタの東海岸は，エビ養殖および漁獲漁業の重要な産地である．食

品安全性の観点から，これらの水産物のプラスチック含量について調査するこ

とが必要である． 
 

3.4 水質汚染 

 
図 5 ソクチャン省のマングローブ林における

プラスチックゴミ調査結果（長崎大学宇都宮ら

による未発表データ). 
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メコンデルタは，農業，水産養殖業，家庭およびや工場からの廃液と廃棄物

の非常に大きな負荷を受けており，特に土壌と水質の汚染が著しい．Wilbers et 
al.（2014）は，メコンデルタの水質汚染の主原因として，（1）酸性土壌からの

有害金属の溶出，（2）水産養殖業による給餌が引き起こす化学的酸素要求量

（COD）や生物化学的酸素要求量（BOD）や栄養塩濃度の増大，および（3）都

市化，を挙げている．都市化が水質与える影響については，米国や中国などの諸

外国においても報告されているが，メコンデルタに関しては情報は乏しい．

Wilbers et al.（2014）は，ベトナムの飲料水を調査し，カントー市/ハウザン省の

およびソクチャン省の二次水路（周辺の土地や最末端の一次水路からの水を本

川に送る水路）で採取したサンプルを分析した結果，飲用水基準に定められた値

を越えるヒ素を 11％（カントー市/ハウザン省）および 14％（ソクチャン省）の

地点で検出した．水銀については 67％および 72％，マンガンは 49％および 72％，

アルミニウムは 99％および 96％，鉄はカントー市/ハウザン省，ソクチャン省の

いずれでも 100％の地点で検出したと報告している．これらのうち，11～14％お

よび 96～100％の地点からのサンプルはベトナムの生活排水基準（domestic water 
quality guidelines）で定められたヒ素および鉄の許容濃度を越えていた．大腸菌

（Escherichia coli）および他の大腸菌群の含有量は，ほぼ全てのサンプルで両基

準での許容値をはるかに越える高値を示した．これは，生活汚水や畜産業からの

排水が未処理のまま排出されているためと考えられる．河川本流の水質は，二次

水路の水質よりも全体としては良好であったが，水銀，アルミニウム，鉄，大腸

菌群および濁度に関しては，飲用水基準および生活排水基準の許容値よりも高

い値を示した．2017 年には世界銀行グループが農業および水産養殖業によるベ

トナムの水質汚染に関するレポートを発表している（Cassou et al. 2017; Dinh 
2017; Nguyen CV 2017; Nguyen TH 2017）． 

 
3.5 食品安全（パンガシウスを例として） 

メコンデルタが食料生産に重要な地位を占めていることに疑問はないが，し

かしメコンデルタで生産され諸外国に輸出される食品は，その評価と経済的価

値を損なう可能性があるいくつかの課題に直面していることも事実である．と

りわけ，ベトナムから輸出される水産養殖産品の安全性は，最も深刻に懸念され

る問題の一つである．ベトナムは水産養殖業において，抗生物質を最も大量に使

用している国の一つであり（Lulijwa et al., 2020），パンガシウスやエビ類などの

輸出品は米国，EU，日本などの輸入国からたびたび輸入禁止の措置を受けてき

た（Nguyen et al., 2017）．最近の研究は，ヨーロッパ市場へ輸出されるパンガシ

ウスの消費は健康に悪影響を及ぼさないとのデータを示した（Murk et al., 2018）
が，しかし抗生物質を含む禁止化学物質はいかなる濃度でも食品中に残留する



11 
 

ことが認められていない．また，先進国に輸出されるパンガシウスフィレーの品

質は厳密にモニタリングされているが，ベトナム国内で消費されるパンガシウ

スなどの養殖産品に対しては同等のモニタリングは行われておらず，ベトナム

国民への健康影響が懸念される． 
様々な抗生物質が養殖現場環境，底質および養殖生物体内から検出されてお

り，ヒトや野生動物や環境の健全性に対して悪影響を与える可能性が指摘され

ている（Binh et al., 2018; Lulijiwa et al., 2020）．メコンデルタの食料生産を持続

的に発展させるためには，抗生物質ほかについて包括的かつ慎重なモニタリン

グが必須である． 
 

 
4 日本の経験から学ぶ（北九州市を例として） 

九州北部に位置する北九州市は，かって重工業による環境汚染が深刻な状況

であった．1960 年代には，北九州市の大気汚染は日本最悪のレベルにあり，平

均降下煤塵量は一月当たり 80 トン km-2 に上った（最高値は 108 トン km-2 
month-1，図 6A には 1960 年代初頭のこの値は含まれていない）．1960 年には，

北九州市はスモッグ警報を日本で初めて発令した．また，北九州市の中心に位置

する洞海湾は工場および家庭排水によって，著しく汚染されていた．1969 年の

調査では，溶存酸素濃度は 0.6 mg L-1，化学的酸素要求量（COD）は 48.4 mg L-1

を記録した（図 6B，48.4 mg L-1 を記録した採水点はこの図には含まれていない）．

洞海湾は「死の海」とよばれ，大腸菌さえも生きられないと言われた． 
これらの深刻な環境汚染に対して，初めて声をあげたのは，子供たちの健康

を気遣った母親たちであった．住民運動と報道は，市民の汚染（公害）に対する

関心を盛り上げ，行政と産業界による汚染対策の強化を実現させた． 
産業界は，生産工程の見直しと徹底した管理，排水処理および汚染除去設備

の配置，原材料の評価と選択，工場緑化などを積極的に実施した．これらの技術

開発は環境影響を低減させたばかりでなく，生産効率を向上させる経済効果を

ももたらした．一方北九州市は，公害監視センターの設置，公害防止対策のため

の財政措置や規制制度の整備，企業との「公害防止協定」の締結，下水道や緑地

の整備，廃棄物焼却工場や処分場の整備，被害者の救済など，様々な環境対策を

実施した．また，洞海湾では水銀などの有害物質を含むヘドロの大規模な浚渫を

行った． 
これらの環境対策と産業界および行政の協力によって，北九州市の環境は劇

的に改善した．大気汚染（図 6A）と水質汚染（図 6B）がいかに急激に改善して

いったかは，データが示す通りである．北九州市は 1987 年には環境庁（当時）

によって「星空の街」に選定された．現在では，洞海湾には 100 種を超える魚介
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類が生息しており，多くの渡り鳥の越冬地として知られるまでになった（この項

は ， 北 九 州 市 の 公 害 克 服 の 取 り 組 み を 紹 介 し た サ イ ト

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu01_0448.html を石松が要約した）． 

 

まとめ 

本稿で概説したように，メコンデルタは様々な環境問題に直面しており，適切に対

処しない限り，メコンデルタの食料生産基地としての重要な役割や生物多様性宝庫と

しての貴重性などが急速に損なわれることが強く懸念される．生物多様性は遺伝子資

源の基盤として極めて重要であり，食料生産維持のための気候変動適応策を講じる

 
図 6 北九州市における降下煤塵量（A）および洞海湾の化学的酸素要求量 
（COD）の経年変動（B）. B では 4 採水地点からのデータを異なる色で示

した．本図は北九州市から提供されたオリジナルデータに基づき，石松が

作図した. 
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上で不可欠の要素でもある．また，生物多様性の維持には健全な環境が不可欠であ

る．ベトナム政府はメコンデルタの環境と持続的発展を目的とした多くの施策を講じて

いるが，さらなる国際協力のもとで科学的洞察に基づいた対策を進めていくことが重

要である． 
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